
ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。 2025年8月1日発行
発行部署：総務経理企画部

便り：其ノ89
『ファンクラブ結成！』

編集担当/戸田まなみ

文・写真/鶴田紘己

文・写真/園田哲也

文・写真/戸田まなみ

『園田哲也のぶらっと史跡巡り』

6月最後の休日に、家族で熊本市動植物園に行ってきました。
娘の動物園デビュー!ですが、お天気お姉さんが真夏日と言っていたので
クールネックリングを装着、ハンディファンを持参したりと暑さ
対策万全で挑みました。
開園時間の9時に到着しましたが、すでに暑い 到着
するとまずはチョッパーがお出迎え♪心なしかチョッパーも日
に焼けているような…(もとからこういう色か)
動物園に入り、トラやキリン、キンシコウなどを見ました。
娘はまだ小さいので、どの動物に対しても『ワンワンっ』と言っ
ていて笑。その光景にとても癒され幸せな時間を過ごしまし
た。しかし、暑さには勝てず…暑すぎて2時間で退却しました。
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『鶴田家の休日その1＆その2』

妻の実家近くに去年オープンした、御舩(みふね)果樹園さんの
恋するフルーツパーラーに行って来ました。柑橘の王様と言われる不知火を
たくさん使ったスムージーと果物たっぷりのソフトクリームのお店です。僕は不
知火のごろごろスムージーを、妻はごろごろももソフトを頂きました。
酸味と甘みのバランスのちょうど良く、これでもか!と言わんばかりに果物が
たっぷりでとても美味しかったです。お店もおしゃれで、お店の前は芝生に
なっていて遊べるようで妻と子供もとても楽しそうでした。

お待たせしました♪園田哲也のぶらっと史跡巡りのお時間です。前回は
去年の4月号で山都町の通潤橋と小笹円形分水の事を書かせていただ
きました。(皆さん思い出してくれました?)
今回は、三池炭鉱万田坑へ行ってきました。万田坑は、かつて熊本県
荒尾市と福岡県大牟田市にまたがって存在していた大規模な炭鉱【三池
炭鉱】の中心的存在だった場所です。当時の最先端技術が惜しみなく投
入された、日本最大級の炭鉱として栄華を誇っていましたが、世界的な石
炭から石油へのエネルギー転換を機に、1997年に閉山してしまいました。
1900年初頭に建造された万田坑は、約100年に渡って稼働していた
日本を代表する炭鉱として2015（平成27）年7月に「明治日本の産
業革命遺産」の構成資産の一つとして世界遺産に登録された熊本県を
代表する観光地の一つとなっています。
毎月第2、第4日曜日には炭鉱電車の乗車体験も出来たり、近くに資
料館もあるので１日中楽しめると思いますので皆さんもぜひ♪

その１

その２

近くで見ると圧倒される大きさ 内部も当時の姿が残されています

前菜五種 ↑これが美味い

豚ロースの
低温調理 マデラワイン
と豆鼓のソース

茹で餃子だったような…
海老がプリップリでした

〆のデザート
メロン杏仁でした

【素直に行きたいって
言えなくて…父】

輝いてるねぇ

顔が美白過ぎて
うらやましい…

この二つを注文

↑外観も内装もオシャレ

フルーツでお腹いっぱいです→

6月は母の誕生日 ＆父の日があったので、益城に
新しくできた新 町中華Ｆさんでお食事をしてきました。
父は私が誘っても『おらぁ行かん!』と言い、食事を終え
て帰ってきた私に『自分たちばっかよかもん食べてから!』
と謎の発言をする少し変わった性格の持ち主です。そんな
父が今回は珍しく行くといったので、気が変わらないうちに
すぐ予約をしました。
当日、予約30分前に実家に着くと、いつもより少しおめ
かしをした父と母がすでにスタンバイしていました。少し緊張
しているのか『おらぁ、フォークとナイフの使い方わからんばっ
てん』と小ボケをかます父に『いやいや中華だから笑』とすか
さずツッコミを入れる母と私。
そうこうしているうちにお店に到着。店内はとても落ち着
いた雰囲気でとてもオシャレです。席に着くと肉・魚・定番
の3つからメインの料理を選び、少し待つと前菜がきました。
これまたオシャレな前菜が5種類あり、中でも網春巻きが
サクサクしてて味も濃く、もう一個食べたいくらい美味しかっ
たです。次は土鍋ごはんが到着。このご飯がまた美味!
土鍋なのでおこげの部分もあり、父はメインの料理も来て
いないのにおかわりしてました。
いよいよメイン料理です。私は肉料理の【豚ロースの低
温調理 マデラワインと豆鼓のソース】。豚肉が非常に柔ら
かく食べやすかったので、父にも一切れあげました。両親は
魚料理の【白身魚の黒酢南蛮】を頼み、とても美味しいと
言って食べていました。
親子水入らずで外食なんてしばらくなかったので、とても
楽しい時間を過ごせました。益城町も私が住んでいた頃
と比べて大分変わってしまい少し寂しい反面、新しいお店
がどんどん増えているので行く度にワクワクしてしまいます。
また、親を連れていろんなお店に行きたいです。


